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フランスのルーラルツーリズム
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フランスのルーラルツーリズムの変遷

⚫現在13,800の農家がATに取り組む。
➢ 宿泊
➢ 販売
➢ レストラン
➢ 体験・観光

⚫およそ9,500の農家が宿泊。
⚫ 10,000以上の農家が農業会議所の支援を受けて直売。

資料：ドルドーニュ県農業会議所へのヒアリング調査資料をもとに著者作成

フランスのルーラルツーリズムの概要

バカンス法，

裕福層が沿岸部

割安，

農村部

農村部へ
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農村部が

国内観光

のトップ

1936年 戦後 1970年代 2000年代

資料：綜研情報工芸(2016)をもとに著者作成



資料：Arlaud & Dehoorne(2000), p199, Fig.2を転載（左）ドルドーニュ県農業会議所へのヒアリング調査資料（右）

図-１ 1990年代の農泊分布（左）
および2020年の「農場へようこそ」登録農泊分布（右）

フランスのルーラルツーリズム

ルーラルツーリズムが盛んなドルドーニュ県
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フランスのルーラルツーリズム推進組織

・ Gîte de france（ジット・ド・フランス：GF）
  民泊に関する支援組織

・ Bienvenue à la ferme（農場へようこそ：BF）
  農村ツーリズム推進組織

・ Accuiel Paysan（農民のもてなし：AP）
  農村ツーリズム推進組織

BFは，農業会議所が運営するルーラルツーリズムのブランド。農家の
多角化や観光事業の促進，広報・宣伝などを目的としている。フラン
ス全土に2,065の会員。

APは，小規模農家を対象とした組織。農家への研修などを行っている。
フランス全土に720の会員。
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推進組織名： Bienvenue à la Ferme（農場へようこそ）
1988年、農業会議所の運営するブランドとして設立

■ 組織目標
➢ 農作物や農村観光に関する農家への支援

■ 活動内容
➢ 以下に関する農家へのサポートとHPなどでのPR
➢ 各地域支部に権限が大きく委ねられている。
✓ 農産物や加工品の販売
✓ 農家レストラン
✓ 宿泊
✓ 体験

■ 運営費や会費
➢ BFの運営資金は，会員からの会費と県からの交付金
➢ 会費は県によって異なる（130〜300ユーロ程度）。
➢ 会費のうち，90ユーロが全国組織の運営費で，残りが県の運営費。
➢ ドルドーニュは260ユーロの年会費。

フランスのルーラルツーリズム推進組織
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ドルドーニュの「農場へようこそ」

■ 会員
➢ 会員数は130名（2023年現在）
➢ 農家であること
➢ 食事や直販で，50%以上が自分の農地
で生産されたもの

➢ BF職員が３年に１度チェックを行う。

■ 職員
➢ 1名のフルタイム職員と，3名のパートタイム。

■ 活動内容
➢ 農家の取り組み支援
➢ 農泊の品質モニタリング
➢ 研修

農泊を始めるにあたっては，研修が義務付けられている。
➢ ホームページやSNSでのPR
➢ 他のATとのネットワーキング

フランスのルーラルツーリズム推進組織
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ドルドーニュ県のルーラルツーリズム

⚫ 農家の30%程度で直売やAT経営。
⚫ BFの会員が130，APの会員が9。
⚫ 農家の直売は国内でも先駆的。
⚫ 直売は独自のラベルを使ってプロ

モーション。
⚫ 県内にマルシェが250近くあり，農

家が加工品など販売。

パリ

ボルドー

ヌーヴェル=アキテーヌ地域圏の
ドルドーニュ県

図-２ ドルドーニュ県の位置

ドルドーニュ県

⚫ フランスで面積が３番目に広い
⚫ 歴史的な建造物等がパリに次いで多い
⚫ フォアグラ，トリュフ，ポルチーニ茸，

ワインなど，食材の宝庫
⚫ 森林43%，農地32%と，緑が多い
⚫ 県内5400の農場のうち，20%以上が有機

栽培を行う。

アグリツーリズム（AT)
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ドルドーニュ県のルーラルツーリズム

夫婦２人で経営。息子と研修生一人が手伝っている。

農地(200ha)：ワイン，畜産，牧草，飼料
森林(100ha以上)：きのこ栽培，環境教育
宿泊：今年から１棟貸しを始めた。
直販：ワイン，きのこの加工品等
その他：教育農場(Fermes Pédagogiques)

ATの始め方やラベルの取り方，ツアーづくり，
建物の管理方法等，色々相談。ネットワーキング
や事業発展のために，推進組織のサポートが重要。

農泊①：Ferme de Cap Blanc

推進組織との関係：

ラベル



10

ドルドーニュ県のルーラルツーリズム

両親と経営者男性の三人及び従業員３人

農地(40ha)：穀物，クルミ，鴨の飼育
畜産：カモ（フォアグラと肉）
宿泊：７部屋
直販：フォアグラ，ワイン等
その他：オーベルジュとしてレストラン経営

担当者は地域の農家と繋がりが強く，いろいろと相談に
のってくれる。農家同士での共同購買のきっかけづくり
もしてくれている（例えば，土産品用ビニールバックな
ど，個人よりグループで買う方が安い）。

農泊②：Ferme de la Garrigue Haute

推進組織との関係：

ラベル
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ドルドーニュ県のルーラルツーリズム

夫婦２人及びパート２人で経営

農地(34ha)：小麦
果樹園(6ha)：クリ
宿泊：なし
直販：クリの加工品，クッキー，はちみつ
その他：子供のための教育体験，誕生会の開催

農家の仕事のこと，自然や環境のことなど知ってもら
いたいと思い，子ども向けの誕生日会を農園で行うイ
ベントを考案。担当者に相談し実現した。

教育農場：Domaine de Rapatel

推進組織との関係：
ラベル
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ドルドーニュ県におけるラベルの活用：様々な観光のラベル

Meublé de Tourisme

Quarité Tourisme

Tourisme & Handicap

Accueil Vélo

Petites Cités de 
Caractère

Clé Vacances

Rando Étap

家具付きの宿に関
する品質評価

観光地に対する品
質評価

ハンディキャップ
への対応

自転車ツーリズム
への対応

伝統的で美しい村
の認証

宿の品質保証

巡礼の旅行者への
対応
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ドルドーニュ県におけるラベルの活用：有機・環境・教育

オーガニック認証 高環境価値重視認証

フランス政府の認証 ドルドーニュ県の認証

ペリグー地域の認証

教育農場

ペリグー地域のきのこ認証

◼ 有機栽培や環境への配慮，体験だけ
ではない「教育」を重視した農場の経
営を行っている農家が多い。

◼ 自分たちの特産品の付加価値をつけ
るために，農家自らが認証制度を作
るために活動。
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まとめ

◼ 「農場へようこそ」など多様なルーラルツーリズム形態
◼ なかでも飲食と農産物販売は不可欠な観光資源
◼ 担当職員が農家をきめ細かくサポート
◼ ホームページやSNSなどでPR

◼ドルドーニュ県はもともと地域観光資源が豊富
◼森林資源の活用，オーベルジュ，教育農場など多様なタイプ
◼様々なラベルを活用することで，品質や付加価値の見える化
◼農家が中心となってラベル開発する機会も多い
◼近年は、食（有機）・環境・教育のラベルが目立つ

ツーリズムに不可欠な農産物販売

ラベルの活用、とくに食・環境・教育



ご清聴ありがとうございました

資料提供：農林水産政策研究所・國井大輔氏
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